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◆当初予算

平成28年度当初予算を可決 一般会計315億6000万円
市長選挙を控えた骨格型予算
国の地方創生加速化交付金を活用し、平成27年度3月補正（第8号）
予算と合わせた「13カ月予算」

■前年度一般会計当初予算額319億1000万円と比較すると1.1％の減額

■14の特別会計の予算 総額216億8920万円

■水道事業、病院事業の企業会計の予算総額114億1855万円

■平成28年度の京丹後市の総予算規模646億6775万円

３月定例会
平成 28 年 3 月定例会は、2 月 25 日から 3 月 25 日までの 30 日間の会期とした。

本市を取り巻く状況は、昨年 7 月の京都縦貫自動車道の全線開通、そして、本年度中には、

山陰近畿自動車道の京丹後大宮ＩＣの開通を控え、いよいよ、全国や都市部の経済活力を引き

入れて、丹後地方を巡り産業と雇用の着実な振興に向けて本格的に取り組んでいくことができ

る、“北近畿新時代”を迎えつつあります。平成 28 年度予算は骨格型の予算であるが、第２

次京丹後市総合計画と地方創生の着実な推進のため５つの柱で予算編成された。

3 月定例会は、平成 28 年度一般会計予算、及び平成 27 年度補正予算議案 14 件等の上程

があり、本会議、予算決算常任委員会、各常任委員会で審査し、条例 26 件、予算 31 件、そ

の他 18 件を可決した。

◎グラフで見る予算　一般会計当初予算
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（18.9%）

46.9%44.1%

9.0%

人件費
58億1725
（18.4%）

公債費
（借金返済額）
44億2313
（14.0%）

扶助費
45億7040
（14.5%）

普通建設事業
28億5073
（9.0%）

補助費等
29億3791
（9.3%）

繰出金
40億5273
（12.9%）

物件費
59億6669
（18.9%）

46.9%44.1%

9.0%

府支出金
 21億5327
（6.8%）

国庫支出金
33億6957
（10.7%）

市債（借金）
24億8140
（7.9%）

地方交付税
137億
(43.4%）

市税
48億8836
（15.5%）

府支出金
 21億5327
（6.8%）

国庫支出金
33億6957
（10.7%）

市債（借金）
24億8140
（7.9%）

地方交付税
137億
(43.4%）

市税
48億8836
（15.5%）

22016.5



◆当初予算

予算編成５つの柱と主な事業 一般会計補正予算（第８号）含む

Ⅰ 産業の発展と雇用の促進

・新シルク産業創造事業

・丹後農業経営実践型学者推進事業

・有害鳥獣捕獲事業

……………… 6050 万円

……………… 1520 万円

……………… 8410 万円

Ⅲ 定住・移住の推進

・子育て世代包括支援センターの設置

・小中一貫教育実践事業

・保育サービスの民間委託の実施

・税・料のコンビニ収納、未利用財産の

　売却などによる財源確保

・京都地方税機構とも連携し、税負担の

　公平性の確保

……………… 470 万円

……………… 710 万円

……… ５億 9690 万円

Ⅳ くらしの安全・安心の確保

・EV 乗合タクシー運行支援事業

・直営診療所として宇川診療所開設

・救助工作車及び救助資機材の更新整備

……………… 1630 万円

……………… 2000 万円

………… 1 億 1230 万円

Ⅱ 観光・交流人口の拡大

・中京圏等市場開拓推進事業

・観光関連広域連携事業

・スポーツイベント推進事業

……………… 4260 万円

……………… 6550 万円

……………… 2520 万円

Ⅴ 持続可能な行財政基盤の構築

・再編交付金活用事業

　　　再編交付金事業（20 事業）

　　　再編交付金事業基金活用事業（8 事業）

・防衛施設周辺対策事業

12 億 4450 万円

…………… 8 億 6190 万円

…………… 3 億 8250 万円

1 億 4340 万円

その他 安心・安全に向けた各種事業
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◆分科会審査

主な課題と論点！

～平成28年度予算審査～

総務分科会総務分科会
ふるさと納税、3億円を見込む
安心・安全確保の24時間対応ヘリポート整備
消防団員の活動等の充実に向けた制度新設

公務災害補償費等については

常備消防施設等整備事業はふるさと応援寄付金については

問

問問

問問

答

答答

答答

新設された消防団活動に使用した私有の自動

車等に対しての自動車等損害見舞金制度の趣

旨は。

28年度予算に、ヘリポートの新設整備予算が

計上されているが、概要についてはどうか。

ふるさと応援基金が、28年度予算で3億円と

多額であるが、実績を踏まえたものか。

ドクターヘリと消防ヘリの違いは何か。寄附金及び返礼品の基準は何か。

火災や風水害等での危険を伴う活動に従事す

る消防団員に対し、団員の所有する自動車等

を消火、救急救命、風水害等の災害・警戒活動、

その他団長の出動命令などで使用し、損害を

受けた場合に限度額100万円を上限に見舞金

を支給する。

災害発生時に迅速かつ的確に対処するために、

今回、24時間対応可能なヘリポートを旧溝谷

小グラウンドに整備し、市内の病院から京都市

内の病院等への搬送に利用するものである。

27年度実績では7カ月で約3億円の応援寄付金

を受けた。28年度は1年間の取り組みであるこ

とを考慮し予算を計上した。

ドクターヘリは、日の出から日没までの飛行

で、医師が同乗し救急医療を行う。消防ヘリ

は、24時間対応するが病院間の搬送であり、病

院からの要請により出動するものである。

ふるさと納税制度を活用し、1万円以上の寄付

者に4割の返礼品として特産品等を贈呈する

予算であり、インターネットでの対応が可能

な事業所により、150品目から選んでいただく。

平成 28 年度消防団辞令交付式

分科会の主な意見
●公務災害補償費等の中で、今回新設された消防団員の自動車等損害見舞金制度導入が新設されたことは

　評価できる。しかし、運用については課題があり、消防団との連携の中でしっかりと検討を進めるべき。

●ゴミの減量化の施策として、生ごみの分別収集の取組が始まっており、28年度は5000世帯に拡大する

　予算が組まれている。環境への配慮、処理施設の負担軽減から推奨することは評価できるが、市民への十

　分な啓発、説明・施策の必要性の説明と理解を得ることが不可欠である。

●ふるさと応援寄付金推進事業は、返礼品の処理や問い合わせの事務負担が大きなものとなっている。ア

　ウトソーシングなど効率的な事務処理を行うよう検討すべき。
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◆分科会審査

主な課題と論点！ 文教厚生分科会文教厚生分科会

病院改築・子育て支援・健康福祉・郷土資料館
などの施策を慎重に審査

弥栄病院の改築については くらしとしごと寄り添い支援については

今後の保育所運営は

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

弥栄病院の改築予算が当初より 10 億円程度

多くなったが経営の見通しに問題はないか。

入札を一括で行うことなどにより、増加する

建築予算が抑えられないか。

国からの補助金があるが府の補助金がない理

由は。

今後、民営化となる保育所の状況は。保育所再

編計画の見通しは。

国からの補助金がなくなっても市単費で行う

考えがあるのか。

労務・資材単価が大幅に上がったため、今後

30年間の経営見通しを立て、総工費52億円で

府・総務省に確認を得ている。

公共事業発注方針を前提に今後決めていく。

この生活困窮者自立支援事業は、国のモデル事

業であるため府の補助金はない。

大宮北、こうりゅう保育所は民間委託する。た

ちばな、宇川、久美浜保育所は再募集したが応

募がなかったので今後の様子を見る。市全域の

保育所については、28年度に再編計画の見直

しを検討する。

まち・ひと・しごと創生総合戦略に位置付けら

れており、今後、地方創生の新しい交付金等も

活用して進めていく。

新弥栄病院完成イメージ図

分科会の主な意見
●放課後の子どもの学習支援について、放課後子ども教室、地域子ども教室（7教室）、福祉分野では子ども

　の学習支援事業など多くの事業があるが、包括的に考えて整理すべきである。

●旧郷小学校を郷土資料館に改修する事業は、事前に議会と十分意見交換しながら進めるべき。改修費が

　３億円かかる予定だが今後どれだけ膨らむのか危惧する。今の検討委員会だけでいいのか十分な検証が

　必要である。

●高校生までの医療費助成は合併時の約束でもある。3500万円の費用がかかる見込みであるが、実施を望

　む意見と、事業の優先順位を考えた上で検討すべき。との両方の意見があった。

●敬老祝い事業の補助金は、申請する側、チェックする側両方に大きな負担があるので交付金で行うべき。

●貸付奨学金の返済方法について、市内に就職した場合は返済を一部免除するなど再検討を望む。
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◆分科会審査

主な課題と論点！ 産業建設分科会産業建設分科会

生ごみ資源化等のバイオマス利活用推進
橋梁点検・高規格道路などインフラ整備の進捗
ジオパークがユネスコ事業に

地域バイオマス利活用の見通しは

社会インフラ整備の進捗状況は観光振興、今後の展開は

問

問

問問

問 問

答

答

答
答

答 答

生ごみ分別資源化で、現在 1000 戸の収集対

象を 5000 戸に増やせるのか。

下水道汚泥等資源化は結論が出るのか。

橋梁点検の計画と事務の体制強化はどうか。
山陰海岸ジオパークは世界遺産と同等の価値

があるユネスコ事業となったが、今後の展開

はどうか。

地域おこし企業人交流はどのような事業か。
地籍調査の進捗状況はどうか。

現在の対象集落を中心に、小学校区単位で説

明会を実施し、段階的に進め28年度中に達成

する。

6回目の基礎試験で、ようやく結果が出てき

た。施設ごとの汚泥の違いを実証すれば28年

度には成果が出ると考えている。

5年ごとに定期点検を実施する。市内発注を基

本に、体制を強化し技術的なノウハウを高める

研修を充実させたい。

8号補正で、映像制作やイベントなどの予算を

計上した。今後取り組みを充実させていく必要

がある。

三大都市圏の大企業という制約があり、大手旅

行社から社員を受け入れる。市職員として、旅

行社で培った知見や人脈を活用していただく。

平成30年までは山陰近畿自動車道の整備地域

で進めていきたい。

ユネスコ事業に！今後の活用に期待（立岩）

分科会の主な意見
●TPP関係については、農産物流通対策や販路開拓を含めて力を注ぎ、取り組むことを期待する。

●京丹後ブランドチャレンジについて、10年を経過する中であり方を検討することは、一定評価したい。

●京丹後型ワークスタイル創出事業について、２８年度は単費で支援するのは適切な対応だが、何年間も 

　支援できない。地元産業との結びつきも少なく、費用対効果に問題がある。

●海浜施設整備事業について、維持管理費用を増額し、管理の在り方は検討すべき。再編交付金を活用して

　多くの老朽化した施設を整備することは評価したい。海水浴シーズンに間に合うように実施することを

　望む。

●急傾斜地崩壊対策事業について、地元分担金がなくなり2地区で事業がスタートすることは評価したい。
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◆討論、補正予算

中京圏等市場開拓推進事業

　　　　　　　　　　　　　　　　4263万円

山陰海岸ジオパーク資源活用・周遊促進事業

　　　　　　　　　　　　　　　　1860万円

海の京都等広域観光推進事業

　　　　　　　　　　　　　　　　4689万円

新シルク産業創造事業

　　　　　　　　　　　　　　　　3517万円

名古屋事務所に開拓員を設置し企業誘致、誘

客等の取り組みを実施する

ウォータープロジェクションショー開催負担

金、ジオ PR 経費、体験メニュー活用調査

北部 7 市町の地域連携で観光のまちづくりを

推進する「海の京都」ＤＭＯ設立負担金

　無菌周年養蚕・人工飼料の技術研究、京都工芸

繊維大学及び信州大学繊維学部との連携事業
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全
が
確
保
で
き
な
い
米

軍
基
地
は
撤
去
す
べ
き
だ
。

市
長
選
挙
の
た
め
の
経
常
的
、
継
続
的
事
業
中
心
の
骨
格

予
算
で
３
１
５
・
６
億
円
、
前
年
度
比
マ
イ
ナ
ス
1.1
％
減
で
あ

る
。
収
入
で
は
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
が
担
当
課
の
工
夫

に
よ
り
３
億
円
に
上
り
、
自
主
財
源
比
率
を
26
％
に
押
し
上

げ
た
。
市
税
増
収
見
込
み
は
、
商
工
業
総
合
振
興
条
例
に
基

づ
く
新
経
済
戦
略
に
よ
る
施
策
の
成
果
で
あ
る
。
地
域
の
特

色
や
魅
力
を
生
か
し
た
海
の
京
都
Ｄ
Ｍ
Ｏ
、
京
丹
後
大
宮
Ｉ

Ｃ
開
通
に
伴
う
ウ
ェ
ル
カ
ム
事
業
や
か
ぶ
と
山
園
地
整
備
事

業
な
ど
魅
力
発
信
に
期
待
し
た
い
。
教
育
分
野
で
は
子
育
て

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
小
学
校
へ
の
空
調
設
備
、
ま

た
定
住
移
住
促
進
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
空
き
家
改
修
補

助
事
業
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
は
評
価
す
る
。

反
対
討
論

賛
成
討
論

28
年
度
一
般
会
計
予
算

【
賛
成
16
・
反
対
４
で
可
決
】

次年度に向けて 27年度一般会計補正予算（第8号）

地方創生加速化交付金事業

国の交付金を活用して、商工業、観光振興、広域連携事業等へ1億4746万円を追加。その中身は・・・

新シルク産業創造事業について、市の厳しい財政状況に鑑み、下記の決議を付することとしました。

補正予算（第８号）には附帯決議を可決 ～市の厳しい財政状況に鑑み～

高機能繭の研究開発及び量産技術研究開発等について、繭生産事業の収益性確保の見通しや市の
財政負担見込みなどを含め、単年度ごとにその成果と課題を検証し、議会にその都度報告すること。

記

主
な
質
疑
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◆条例、決議

農
業
委
員
会
委
員
の
定
数
等
の
条
例
を
改
正

 

府
内
で
は
こ
れ
ま
で
か

ら
地
元
分
担
金
が
発
生
し
な

い
自
治
体
も
あ
っ
た
が
ど
の

よ
う
な
考
え
方
な
の
か
。

 

受
益
者
が
限
定
さ
れ
や

す
い
性
格
で
あ
る
た
め
、
各

自
治
体
の
政
治
的
判
断
に
よ

る
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。

 

市
の
負
担
が
増
え
る
こ

と
に
よ
り
事
業
箇
所
が
限
定

さ
れ
る
こ
と
に
な
ら
な
い

か
。 

よ
り
積
極
的
に
事
業
を

実
施
す
る
た
め
の
制
度
で
あ

り
、
公
益
性
は
高
ま
る
と
考

え
て
い
る
。

　
　
　【
全
員
賛
成
で
可
決
】

 

農
業
委
員
を
公
募
し
た

結
果
、
多
数
の
応
募
が
あ
っ

た
場
合
は
ど
う
な
る
の
か
。

 

選
定
委
員
会
を
立
ち
上

げ
る
こ
と
を
考
え
て
お
り
、

メ
ン
バ
ー
と
し
て
は
学
識
経

験
者
と
市
職
員
の
６
名
程
度

で
構
成
す
る
予
定
で
あ
る
。

 

今
回
の
改
正
に
関
し
て

は
農
業
委
員
会
の
総
意
で
あ

る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
ど

の
よ
う
な
議
論
が
あ
っ
た
の

か
。 

農
業
委
員
数
が
半
減
す

る
こ
と
の
よ
る
体
制
の
弱
体

化
に
関
し
て
危
惧
し
た
た

め
、
定
数
の
上
限
で
あ
る
農

業
委
員
19
名
、
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
36
名
と
し
た

も
の
で
あ
る
。

 

【
賛
成
16
・
反
対
４
で
可
決
】

事
業
化
に
期
待

　
地
元
分
担

金
を
廃
止
へ

京
都
府
が
実
施
す
る
急
傾

斜
地
崩
壊
対
策
事
業
に
つ
い

て
、
府
が
策
定
す
る
土
砂
災

害
の
危
険
箇
所
に
お
け
る
優

先
度
評
価
を
活
用
し
た
中
長

期
整
備
計
画
に
よ
り
、
平
成

27
年
度
か
ら
計
画
的
な
事
業

実
施
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
事
業
推
進
を
円
滑
に
行

う
た
め
条
例
の
廃
止
を
行
う

も
の
。

農
業
委
員
は
大
幅
減
の
19
人

へ
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る

法
律
の
改
正
に
伴
い
、
農
業

委
員
会
の
委
員
及
び
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
の
定
数

を
定
め
る
も
の
。

主
な
質
疑

主
な
質
疑

市議会では、平成 27 年 10 月に食のまちづくりに関する調査特別委員会を設置し、関係団体との意

見交換など、食のまちづくりに関するさまざまな調査・研究を行ってきました。その結果、下記の宣

言を決議しました。

記

京丹後『食の王国』のまちづくり宣言に関する決議
京丹後市は、大陸から、稲作・農耕・鉄製品の加工・機織り・酒造り・医薬などの技術がもたらされ、

様々な伝説・民話、多くの古墳、水晶工房・製鉄所遺跡等、古代から人の営みがあり、丹後国とし

て繁栄してきた地域であります。

また、風光明媚で豊かな自然に育まれ、山にはワサビ、フキ、キノコ、田畑には京丹後米、大根、

カブラ、メロン、京たんご梨、海には間人ガニ、久美浜カキをはじめとした魚介、ワカメなどの豊

富な食材に恵まれ、食文化が息づくまさに食の王国と言えます。

私たちは、安心・安全で新鮮なおいしい食材を作り、食べ、そのおいしさを国内外の人々に自信

を持って情報発信するとともに、次世代の子どもたちにも地元食材への関心を深め、そのおいしさ

や素晴らしさを伝えていく必要があります。

さらに、学校・家庭・地域における食育の推進、食生活の改善など市民とともに幅広い取り組み

を展開し、人と地域のつながりを深めます。

京丹後の自然、歴史、気候風土に育まれた「豊かな食文化」を活用して、農林水産業や観光業を

はじめ、市の産業振興やまちづくりをさらに発展させていくことが大切です。

多くの市民の共感と協力のもと、食による地域振興をすすめることを決意し、ここに「京丹後『食

の王国』のまちづくり」を宣言します。

一、京丹後の食と地域を誇りに思う心を育みます。

一、地元の安心・安全な農水産品の地産地消に努めます。

一、京丹後の「食」を国内外に発信します。

一、食によるおもてなしで、京丹後市の魅力を高めます。

一、調和のとれた食生活の実践に励み、健康長寿のまちづくりに努めます。

一、豊かな食を生かしたまちづくりに努めます。
京丹後の「食」を国内外に
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陳　情　名 陳　情　者 結　　果

陳情書　京丹後市鉄道・バス時刻表印刷製本作成業務

の件（情報開示請求の可能な平成 21 年度（第 7 版）か

ら平成 26 年度京丹後市鉄道・バス時刻表印刷製本作成

業務）の予算執行と事業執行のあり方について 

清水　潤一 審議未了

米軍Ｘバンドレーダー基地問題に関わる陳情書Ⅲ

米軍基地建設を憂う宇川有志の会

代表　三野　みつる

事務局長　永井　友昭

趣旨採択

ＴＰＰ協定を国会で批准しないことを求める陳情

京丹後市農民組合

代表者　松村統克

事務局長　安田政教

不採択

◆陳情、政務活動費

陳　　　　情

政務活動費

前号で 27 年度上半期の状況をお伝えしております政務活動費については、下半期の活動を終了し、下記

のとおりの実績となりました。

会　　　派
無会派議員

下半期（10 月～３月）政務活動概要
下半期分

交付確定額
27 年度

年間交付実績

清風クラブ

・10月29日～30日　研修活動
　東京都　地域医療政策セミナー　他

・11月17日　要請陳情活動
　東京都　山陰近畿自動車道整備推進決起大会

・1月28日～29日　調査研究活動
　茨城県・群馬県　藻類新産業　高機能シルク調査

650,310 円　 1,025,888 円　

丹政会
・11月24日～26日　調査研究活動
　秋田県・岩手県　食と農、循環型まちづくり　他

549,543 円　 885,000 円　

日本共産党 0 円　 3,800 円　

金田琮仁議員

・11月5日～6日　研修活動
　東京都　少子高齢化社会と自治体議会

・11月17日　要請陳情活動
　東京都　山陰近畿自動車道整備推進決起大会

70,390 円　 135,000 円　

松本聖司議員

・11月5日～6日　研修活動
　東京都　少子高齢化社会と自治体議会

・11月17日　要請陳情活動
　東京都　山陰近畿自動車道整備推進決起大会

85,726 円　 180,000 円　

三崎政直議員 0 円　 47,380 円　

◆ お詫びと訂正 ◆

2016 年 2月発行の市議会だより第 47号の本文中記載された名称に誤りがございました。謹んでお
詫び申しあげ、下記のとおり訂正させていただきます。

記

３ページ　最上段本文３行目　　　【誤】株式会社葦城製作所　【正】株式会社韋城製作所
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◆代表質問

 

国
の
安
全
保
障
の
観
点

か
ら
市
民
の
安
心
・
安
全

を
前
提
に
基
地
受
け
入
れ

を
容
認
し
て
き
た
が
対
策

は
万
全
だ
っ
た
の
か
。

 

地
方
自
治
の
立
場
か

ら
住
民
の
安
心
・
安
全
の

確
保
は
重
要
な
課
題
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

生
活
環
境
面
で
は
電
磁

界
、
騒
音
等
の
調
査
及
び

公
表
、
事
件
・
事
故
対
策

で
は
警
備
派
出
所
に
よ
る

24
時
間
警
備
を
実
施
し
て

い
る
。
事
故
防
止
で
は
、

集
団
通
勤
や
危
険
箇
所
の

安
全
マ
ッ
プ
や
ヘ
ル
プ

カ
ー
ド
の
配
付
な
ど
安
全

対
策
に
努
め
て
い
る
。

 
交
通
事
故
後
の
対
応
に

有
効
と
さ
れ
る
ド
ラ
イ
ブ

レ
コ
ー
ダ
ー
の
設
置
に
対

し
補
助
は
で
き
な
い
か
。

 

個
人
の
車
へ
の
補
助

は
公
益
性
の
観
点
か
ら
ど

う
か
と
思
う
。
今
後
の
課

題
で
あ
る
。

 

米
軍
基
地
設
置
に
係
る

隣
接
区
に
調
整
交
付
金
の

一
部
を
協
力
金
と
し
て
交

付
す
る
考
え
は
な
い
か
。

 

地
元
へ
の
定
常
的
支

出
を
求
め
る
趣
旨
は
理
解

で
き
る
が
、
個
別
的
な
事

業
を
重
点
に
執
行
し
て
い

る
。

理
念
先
行
型
政
治
を
問
う

 

市
長
の
12
年
間
の
市
政

運
営
は
理
念
先
行
型
で
具

体
的
な
方
向
性
が
伝
わ
ら

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

 

理
念
は
重
要
だ
。
民

間
に
及
ぼ
す
成
果
は
ま
だ

ま
だ
だ
が
、
国
の
制
度
を

活
用
し
な
が
ら
地
方
創
生

や
環
境
バ
イ
オ
マ
ス
産
業

都
市
、
Ｅ
Ｖ
タ
ク
シ
ー
な

ど
行
政
的
成
果
で
は
全
国

的
に
注
目
を
受
け
て
き
た
。

 

市
長
へ
の
評
価
に
国
か

ら
仕
事
と
金
を
と
っ
て
く

る
と
あ
る
が
ど
う
か
。

 

決
算
で
は
40
億
ぐ
ら

い
増
加
し
て
い
る
が
、
財

政
健
全
化
で
は
１
０
０
億

ぐ
ら
い
好
転
し
て
い
る
。

 

市
長
は
12
年
間
絶
え
ず

職
員
と
の
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー

シ
ョ
ン
不
足
を
指
摘
さ
れ

て
い
る
が
。

 

仕
組
み
も
含
め
て
主

体
的
に
や
れ
る
よ
う
進
め

た
い
。

事故現場の交差点
吉 岡 和 信
清風クラブ

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
設
置
に

補
助
を公

益
性
の
観
点
か
ら
今
後
の

課
題
で
あ
る

市
長

　掲載は質問順、内容は本人から提出された要約原稿です。また、ケーブルテレビ11チャンネルでの
放送や京丹後市議会ホームページで配信していますのでご覧ください。

市政を問う市政を問う市政を問う
～議会を傍聴しましょう！～～議会を傍聴しましょう！～

3月定例会代表質問・一般質問

代表質問、一般質問を平成２８年３月９日、１０日、１１日の日程で行い、
１６人の議員が質問し、市長や教育委員長に答弁を求めました。

代表質問
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◆代表質問・一般質問

 

中
山
市
政
12
年
間
で

主
要
な
事
業
・
給
与
・
農
業

所
得
は
、
約
６
０
０
億
円
が

４
９
０
億
円
、
１
０
８
億
円

減
と
な
り
、
丹
後
経
済
の
疲

弊
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。

そ
の
総
括
は
。

 

一
生
懸
命
や
っ
て
き

た
が
、
こ
の
数
字
は
厳
粛

に
受
け
止
め
た
い
。

 

織
物
の
最
低
工
賃
が
13

年
ぶ
り
に
改
定
さ
れ
、
確

定
申
告
で
見
れ
ば
収
入
は

増
加
し
て
い
る
が
、
総
括

は
。 

今
年
の
実
態
調
査
の

中
で
ア
ン
ケ
ー
ト
等
の
実

施
も
考
え
た
い
。

 

６
町
合
併
時
に
「
目
玉
」

と
し
て
高
卒
ま
で
の
医
療

費
無
料
化
を
市
民
に
約
束

し
て
い
た
が
、
12
年
間
た
っ

た
が
実
現
し
て
い
な
い
。

市
民
は
不
信
感
を
持
っ
て

い
る
。

 

や
り
た
い
と
思
っ
て

い
る
。
子
育
て
支
援
と
し

て
も
重
要
課
題
で
あ
る
。

 

政
府
は
今
、
パ
ー
ト
、

派
遣
労
働
者
の
「
同
一
労

働
、
同
一
賃
金
」
の
改
革

は
「
ま
っ
た
な
し
の
課
題
」

と
し
て
法
制
化
を
決
定
し

て
い
る
。
市
の
臨
時
職
員
、

「
総
合
サ
ー
ビ
ス
㈱
」
の
待

遇
改
善
は
。

 

今
日
ま
で
何
回
も

指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
昨

年
は
1.3
％
、
今
年
は
平
均

1.9
％
、
最
大
7.7
％
の
時
給

単
価
の
引
き
上
げ
を
考
え

て
い
る
。
一
時
金
の
支
給

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

検
討
し
て
い
き
た
い
。「
総

合
サ
ー
ビ
ス
㈱
」
の
職
員

給
与
に
つ
い
て
は
、
市
臨

時
職
員
の
基
準
単
価
が
基

礎
と
な
っ
て
お
り
、
同
様

に
扱
わ
れ
引
き
上
げ
ら
れ

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

待
遇
改
善
に
つ
い
て
は
で

き
る
だ
け
協
力
し
て
い
く
。

 

理
事
者
、
市
職
員
が
臨

時
職
員
の
皆
さ
ん
を
職
場

の
仲
間
と
し
て
見
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
。

 

そ
の
よ
う
に
思
う
。

 

教
職
員
の
長
時
間
労
働

の
中
で
「
妊
娠
障
害
」
に

よ
る
休
職
者
が
８
名
い
る
。

女
性
に
と
っ
て
は
大
変
な

問
題
だ
。

 

大
改
革
と
ま
で
は
言

わ
な
い
が
改
革
に
努
め
た

い
。

市長の椅子には誰が？
森 勝
日本共産党

高
卒
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
を

た
だ
ち
に
や
る
べ
き

子
育
て
支
援
と
し
て
も
重
要

な
課
題
で
あ
る

市
長

代表質問

 

総
合
計
画
の
施
策
で
若

者
が
定
着
す
る
よ
う
な
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
で

き
る
の
か
。

 

総
合
計
画
の
施
策
と

併
せ
て
、
将
来
に
展
望
が

描
け
る
よ
う
な
魅
力
あ
る

就
業
関
係
を
つ
く
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。
子
育
て

環
境
や
生
活
環
境
な
ど
魅

力
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
、
夢
が
持
て
る
展

望
を
他
の
世
代
も
含
め
て

進
め
る
こ
と
で
あ
る
。

 

若
者
の
定
着
に
は
「
郷

土
に
愛
着
と
誇
り
を
持
つ
」

教
育
が
必
要
と
考
え
る
が
。

郷

土

学

習

は
、
小
学
３
年
生
か
ら
中

学
３
年
生
ま
で
実
施
し
て

い
る
。
ジ
オ
パ
ー
ク
の
学

習
や
地
元
食
材
を
利
用
し

た
給
食
な
ど
で
、
地
元
に

目
を
向
け
る
意
識
も
育
っ

て
き
て
い
る
。

 

若
者
の
定
着
、
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
に
、
北
部
の
高
校
再

編
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す

る
の
か
。

 

魅
力
あ
る
高
校
を

ど
う
つ
く
る
の
か
と
い
う

展
望
を
掲
げ
、
地
方
創
生
、

若
者
が
住
め
る
ま
ち
づ
く

り
が
問
わ
れ
て
い
る
中
、

主
体
的
な
論
議
が
必
要
で

あ
る
。
丁
寧
に
住
民
の
意

見
を
聞
い
て
、
府
と
も
連

携
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

今
後
の
再
配
置
計
画
と
小

中
一
貫
教
育
に
つ
い
て

 

後
期
再
配
置
計
画
の
方

針
に
つ
い
て
。 

地
域
の
中

で
の
学
校
の
役
割
、
通
学

路
の
安
全
確
保
に
配
慮
し
、

保
護
者
や
地
域
住
民
の
理

解
と
協
力
を
得
る
こ
と
。

複
式
学
級
の
解
消
に
つ
い

て
は
、
小
規
模
化
が
進
ん

だ
学
校
に
つ
い
て
も
、
教

育
的
な
観
点
か
ら
再
配
置

を
考
え
て
い
く
。

 

今
後
の
小
中
一
貫
教
育

に
つ
い
て
。 

４
月
か
ら
支

援
体
制
も
強
化
し
、
本
格

的
に
実
施
。
将
来
的
に
は
、

児
童
生
徒
の
推
移
や
校
舎

の
老
朽
化
、
教
育
的
な
効

果
な
ど
を
検
討
し
、
施
設

一
体
型
の
小
中
一
貫
教
育

も
考
え
ら
れ
る
。

五箇小の閉校式
由 利 敏 雄
清風クラブ

若
者
が
定
着
す
る
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を

将
来
に
展
望
が
描
け
る
就
業
環

境
を
つ
く
る

市
長
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◆一般質問

 

新
た
な
観
光
組
織
Ｄ
Ｍ

Ｏ
が
で
き
る
が
、
市
は
ど

の
よ
う
に
参
加
す
る
の
か
。

 

海
の
京
都
事
業
で

は
、
関
係
者
と
の
連
携
や
、

デ
ー
タ
の
科
学
的
分
析
が

不
十
分
で
あ
っ
た
。
海
の

京
都
事
業
の
反
省
を
踏
ま

え
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や

民
間
の
手
法
を
活
用
し
て
、

地
域
の
多
様
な
関
係
者
と

連
携
し
、
科
学
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
を
用
い
て
多
様
な

観
光
地
作
り
を
取
り
入
れ

た
手
法
の
か
じ
取
り
役
と

し
て
新
た
な
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
で

き
る
。
観
光
圏
全
体
を
方

向
づ
け
て
い
く
役
割
を

担
っ
て
い
る
。

 

京
都
、
城
崎
、
天
橋
立

ま
で
は
外
国
か
ら
お
客
が

来
ら
れ
て
い
る
。
春
秋
の

観
光
シ
ー
ズ
ン
の
誘
客
が

弱
い
。
交
通
網
の
連
携
は
。

 

バ
ス
・
鉄
道
の
連
携

で
３
日
間
利
用
で
き
る
パ

 

木
質
チ
ッ
プ
工
場
は

市
内
の
森
林
整
備
の
た
め
、

１
０
０
％
市
内
産
の
木
材

で
取
り
組
む
べ
き
で
は
な

い
の
か
。

 

民
間
の
グ
リ
ー
ン
バ

イ
オ
の
事
業
計
画
で
、
安

定
し
た
量
が
必
要
な
た
め
、

市
内
と
近
隣
市
町
で
取
り

組
ん
で
い
る
。

 

製
紙
会
社
へ
の
出
荷
実

績
は
多
い
が
、
温
泉
施
設

へ
の
チ
ッ
プ
の
出
荷
実
績

は
目
標
よ
り
少
な
い
。
支

障
が
な
い
の
か
。

 

温
泉
施
設
が
使
用

す
る
量
を
供
給
し
て
い
る
。

今
後
３
施
設
で
１
４
０
０

ト
ン
予
定
し
て
い
る
。

 
原
木
調
達
が
進
ま
な

い
要
因
と
し
て
、
個
人
所

有
の
山
が
多
く
、
境
界
確

定
が
難
し
い
と
考
え
る
が
、

補
助
金
制
度
の
周
知
は
ど

う
か
。

 

市
で
は
森
林
経
営
計

ス
の
発
行
や
京
都
縦
貫
道

の
全
線
開
通
な
ど
を
活
用

し
た
ツ
ア
ー
の
開
発
な
ど

も
取
り
組
ん
で
い
る
。

テ
レ
ワ
ー
ク
の
現
状
は

 

テ
レ
ワ
ー
ク
事
業
の
現

状
は
。

 

進
出
企
業
か
ら
は
勤

務
時
間
の
短
縮
、
ワ
ー
ク

バ
ラ
ン
ス
の
向
上
や
生
産

性
が
上
が
っ
た
と
聞
い
て

い
る
。
課
題
と
し
て
は
進

出
企
業
間
の
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
の
確
保
、
要
望

さ
れ
る
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
環
境
の
充
実
な
ど

が
あ
る
。
進
出
企
業
の
コ

ス
ト
負
担
に
見
合
っ
た
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
確
保
、

京
丹
後
な
ら
で
は
の
特
徴

を
生
か
し
た
生
活
ス
タ
イ

ル
の
中
で
社
員
が
長
期
滞

在
で
き
る
住
環
境
の
整
備

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
進

出
企
業
か
ら
は
地
域
や
地

画
を
策
定
し
、
６
地
区
で

国
府
の
補
助
事
業
を
受
け

て
林
道
整
備
も
含
め
取
り

組
ん
で
い
る
。
ま
と
ま
っ

た
地
区
が
対
象
に
な
る
。

 

木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

へ
の
持
ち
込
み
量
や
参
加

人
数
の
推
移
は
ど
う
か
。

 

平
成
24
年
度
は
84
ト

ン
で
32
名
が
、
平
成
27
年

度
は
１
８
９
ト
ン
で
60
名

と
増
加
し
、
山
へ
の
関
心
、

管
理
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

企
業
誘
致
の
進
捗
状
況
は

 

他
市
か
ら
も
進
出
し
て

欲
し
い
が
森
本
工
業
団
地

の
状
況
は
ど
う
か
。

 

１
、
２
区
画
は
調
整

中
で
あ
る
。

 

空
き
校
舎
、
テ
レ
ワ
ー

ク
等
を
含
め
企
業
誘
致
を

進
め
る
と
き
、
税
の
優
遇

制
度
が
３
年
と
聞
く
が
、

さ
ら
に
制
度
を
延
長
す
れ

ば
進
出
企
業
も
増
え
る
の

元
企
業
と
の
交
流
機
能
を

設
け
る
な
ど
の
要
望
が
上

が
っ
て
い
る
。

 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
ス
キ

ル
を
持
っ
た
京
丹
後
の
若

者
を
活
用
す
る
仕
組
み
が

で
き
た
の
か
。

 

今
回
の
検
証
に
よ
っ

て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る

職
場
誘
致
の
可
能
性
が
出

て
き
た
。
今
後
さ
ら
に
発

展
さ
せ
て
い
く
。

で
は
な
い
の
か
。

 

国
の
法
制
上
３
年
が

原
則
で
あ
る
。
市
独
自
で

固
定
資
産
税
相
当
額
を
企

業
立
地
奨
励
金
と
し
て
５

年
間
交
付
す
る
。
こ
れ
に

よ
り
企
業
誘
致
を
図
り
た

い
。

サテライトオフィスがあるアミティ

温泉施設向けのチップの出荷風景

堀　 一 郎

芳 賀 裕 治

清風クラブ

清風クラブ

新
し
い
組
織
の
海
の
京
都
Ｄ
Ｍ
Ｏ

と
は

市
が
木
質
バ
イ
オ
に
取
り
組
ん
だ

思
い
を
問
う

民
間
手
法
を
活
用
し
観
光
事
業

を
進
め
る

環
境
に
や
さ
し
い
循
環
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
す

市
長

市
長
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◆一般質問

 

事
業
化
を
進
め
る
組
織

と
し
て
、
市
や
民
間
等
の

出
資
に
よ
る
「
新
シ
ル
ク

産
業
創
造
機
構
」
を
設
立

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る

が
、
そ
の
資
本
金
や
社
長

人
事
は
決
ま
っ
た
か
。

 

平
成
29
年
４
月
ま
で

に
出
資
比
率
や
社
長
人
事

を
決
め
る
予
定
だ
。

 

市
の
進
め
る
人
工
飼
料

養
蚕
は
高
コ
ス
ト
だ
。
群

馬
県
の
人
工
飼
料
を
使
う

と
、
試
算
で
は
１
㎏
当
た

り
６
万
円
を
超
す
生
糸
価

格
に
な
る
。
丹
後
で
流
通

す
る
中
国
糸
は
１
㎏
７
～

８
千
円
と
聞
く
。
高
価
過

ぎ
て
問
題
と
思
う
が
。

 

人
工
飼
料
の
低
コ
ス

ト
化
な
ど
の
研
究
も
進
め
、

繭
の
生
産
コ
ス
ト
削
減
を

目
指
す
。

 

人
工
飼
料
に
よ
る
養
蚕

は
、
繭
の
品
質
が
揃
わ
な

い
の
が
課
題
だ
と
い
う
専

 

湊
宮
か
ら
箱
石
ま
で
の

海
岸
林
の
松
や
ニ
セ
ア
カ

シ
ア
が
枯
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
を
含
め
た
周
辺
整
備

を
ど
う
考
え
る
の
か
。

 

松
は
、
伐
採
の
う
え
、

全
木
焼
却
処
理
す
る
。
地

元
企
業
と
箱
石
共
援
組
織

を
結
成
し
、
松
苗
の
植
栽

を
し
て
い
る
。
一
方
、
ニ

セ
ア
カ
シ
ア
は
、
枯
死
し

放
置
さ
れ
て
い
る
。
景
観

上
の
問
題
も
あ
り
、
環
境

省
、
京
都
府
、
地
元
と
も

相
談
し
な
が
ら
検
討
し
て

い
く
。

 

シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
か
ら

海
岸
植
生
を
守
る
た
め
に

は
、
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
・

電
気
柵
が
あ
る
が
、
保
全

対
策
は
。

 
被
害
状
況
の
把
握
を

し
た
う
え
で
、
工
作
物
の

公
益
性
、
必
然
性
が
認
め

ら
れ
る
場
合
に
は
許
可
さ

れ
る
。
環
境
省
関
係
機
関

門
家
の
指
摘
が
あ
る
。

 

大
規
模
で
飼
育
す
る

こ
と
に
よ
り
、
均
質
な
繭

を
生
産
で
き
る
と
い
う
見

通
し
を
持
っ
て
い
る
。

 

旧
溝
谷
小
で
生
産
で
き

る
繭
は
、
最
大
で
も
無
地

ち
り
め
ん
織
機
２
台
分
の

年
間
使
用
量
の
生
糸
し
か

で
き
な
い
が
。

 

量
が
必
要
に
な
れ

ば
、
体
育
館
等
を
改
修
す

る
こ
と
で
、
さ
ら
に
多
く

の
生
糸
が
作
れ
る
。

 

生
糸
用
の
繭
で
収
益
を

上
げ
、
施
設
を
運
営
す
る

の
は
難
し
く
な
い
か
。
収

益
性
が
高
い
と
さ
れ
る
バ

イ
オ
事
業
等
に
方
針
を
変

え
て
は
ど
う
か
。

 

医
療
品
の
原
料
に
繭

を
使
い
た
い
と
い
う
申
し

出
も
あ
る
。
事
業
化
を
展

望
し
て
進
め
る
。

消
防
団
の
新
入
団
員
確
保

に
働
き
か
け
て
、
防
護
柵

の
設
置
な
ど
、
具
体
的
な

対
策
に
つ
い
て
相
談
し
検

討
す
る
。

観
光
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
活
用
を

 

わ
か
り
や
す
い
観
光
案

内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

し
、
ス
タ
ン
ド
・
コ
ン
ビ

ニ
へ
置
い
て
は
。

 

４
カ
国
語
に
対
応
し

た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

し
て
い
る
。
網
野
駅
、
久

美
浜
駅
、
市
内
の
観
光
施

設
、
24
時
間
の
コ
ン
ビ
ニ

11
店
舗
に
置
い
て
い
る
。

今
後
ス
タ
ン
ド
等
へ
も
広

げ
て
い
く
。

水
洗
化
支
援
策
は

 

大
口
利
用
者
の
料
金
を

下
げ
て
下
水
道
へ
切
り
替

え
は
で
き
な
い
か
。

 

水
洗
化
計
画
の
見
直

し
作
業
や
、
料
金
の
改
定

策
に
つ
い
て

 

消
防
団
の
新
入
団
員

確
保
策
に
つ
い
て
、
例
え

ば
消
防
団
員
の
家
の
区
費

を
半
額
に
し
、
そ
の
分
を

市
が
区
に
交
付
金
と
し
て

補
填
す
る
と
い
っ
た
思
い

切
っ
た
対
策
が
検
討
で
き

な
い
か
。

 

近
隣
市
で
は
温
泉
の

優
待
券
を
配
る
と
い
う
事

例
も
あ
り
、
参
考
に
し
た

い
。
区
費
減
免
の
補
填
は

現
状
で
は
難
し
い
。

作
業
の
中
で
、
旅
館
、
市

に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
に

な
る
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

 

浄
化
槽
区
域
に
、
浄
化

槽
知
識
の
あ
る
普
及
推
進

員
で
回
れ
な
い
か
。

 

排
水
設
備
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
派
遣
事
業
や
、
水

洗
化
推
進
支
援
策
な
ど
で
、

情
報
提
供
し
て
い
る
。
普

及
推
進
員
よ
り
も
技
術
職

員
を
当
た
ら
せ
て
い
る
。

養蚕や繭などの研究が進められる旧溝谷小

枯れたニセアカシア

松 本 経 一

和 田 正 幸

清風クラブ

丹 政 会

新
シ
ル
ク
産
業
創
造
事
業
の
産
業

化
の
展
望
は

箱
石
浜
の
海
岸
植
生
の
保
全
は

実
現
の
展
望
を
持
ち
な
が
ら
進

め
て
い
る

防
護
柵
の
設
置
な
ど
具
体
的
な

対
策
を
検
討
す
る

市
長

市
長
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◆一般質問

 

こ
ど
も
園
に
お
い
て
幼

稚
園
と
保
育
所
に
選
べ
る

だ
け
の
違
い
が
あ
る
の
か
。

保
育
料
の
違
い
で
選
ん
で

い
な
い
の
か
。

 

就
学
前
教
育
に
は
幼

稚
園
教
諭
が
対
応
し
て
お

り
違
い
は
無
い
。
保
育
料

の
違
い
で
選
ん
で
い
る
こ

と
は
あ
る
。

 

保
育
料
等
の
格
差
か
ら

保
育
所
が
選
ば
れ
て
い
る
。

親
に
保
育
所
か
幼
稚
園
か

を
選
ば
せ
る
の
で
は
な
く
、

就
学
前
か
ら
中
学
卒
業
ま

で
の
小
中
一
貫
教
育
の
観

点
か
ら
、
５
歳
児
は
幼
稚

園
と
し
て
必
要
な
保
育
を

補
う
一
元
的
な
仕
組
み
が

必
要
で
は
な
い
か
。
一
元

化
を
妨
げ
る
課
題
が
あ
る

の
か
。

 

ど
ん
な
家
庭
事
情
で

も
教
育
も
保
育
も
受
け
ら

れ
る
環
境
に
す
る
の
が
基

本
的
な
考
え
方
だ
。
こ
れ

 

市
の
地
方
創
生
総
合
戦

略
は
、
市
外
の
大
学
や
企

業
を
「
呼
び
込
む
」
こ
と

に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。

そ
う
で
は
な
く
市
民
と
市

内
の
産
業
・
業
者
の
知
恵

と
力
を
引
き
出
し
連
携
す

る
こ
と
を
戦
略
的
に
位
置

づ
け
る
こ
と
が
重
要
だ
。

そ
の
こ
と
が
市
内
で
付
加

価
値
を
生
み
地
域
内
の
「
再

投
資
力
」
を
高
め
経
済
の

循
環
を
促
す
。

 

域
内
の
事
業
者
が
活

力
を
持
っ
て
連
携
を
深
め

る
こ
と
は
重
要
だ
。
一
方
、

域
内
の
需
要
を
大
き
く
す

る
た
め
に
域
外
か
ら
の
需

要
を
呼
び
込
ん
で
い
く
こ

と
で
パ
イ
を
大
き
く
し
、

雇
用
が
生
ま
れ
る
こ
と
で

需
要
が
生
ま
れ
る
。

大
津
地
裁
の
高
浜
原
発
稼

働
停
止
は
画
期
的
判
決

 

大
津
地
裁
の
高
浜
原
発

ま
で
幼
稚
園
が
少
な
く
資

格
は
あ
っ
て
も
実
務
経
験

が
無
く
一
体
化
施
設
と
し

て
運
営
し
て
き
た
。
27
年

で
再
編
計
画
が
終
了
す
る

の
で
今
後
、
一
元
化
に
つ

い
て
も
検
討
し
た
い
。

農
業
の
価
値
創
造
を

 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
契
機
に
市
内

で
も
輸
出
に
取
り
組
む
農

家
が
い
る
。
そ
う
し
た
農

家
へ
の
支
援
策
は
考
え
て

い
な
い
の
か
。

 

輸
出
面
で
は
国
・
府

の
施
策
を
見
な
が
ら
、
市

独
自
に
ど
う
し
て
い
く
か

考
え
た
い
。

 

中
山
間
地
域
の
課
題
は

地
域
の
農
業
者
だ
け
で
維

持
す
る
に
は
限
界
が
あ
る
。

農
業
基
盤
は
公
共
事
業
と

し
て
整
備
が
必
要
。
農
業

者
の
経
営
と
農
村
地
域
の

活
性
化
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。
ま
た
農

３
号
機
４
号
機
の
運
転
停

止
の
仮
処
分
判
決
は
、
新

基
準
の
安
全
性
を
認
め
な

い
画
期
的
な
判
決
だ
。

原
発
事
故
の
予
測
で
京

丹
後
は
50
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル

ト
以
上
の
放
射
性
ヨ
ウ
素

が
襲
う
。
市
の
避
難
計
画

の
避
難
先
の
確
保
と
ヨ
ウ

素
剤
の
配
布
が
必
要
だ
。

 

裁
判
所
の
仮
処
分
で

あ
り
関
西
電
力
等
関
係
機

関
は
し
っ
か
り
受
け
止
め

て
慎
重
な
判
断
を
い
た
だ

き
た
い
。
原
発
は
中
長
期

的
に
は
廃
止
だ
が
、
再
稼

働
は
必
要
最
小
限
と
す
べ

き
だ
。

原
発
事
故
の
避
難
先
は

一
刻
も
早
く
決
め
る
必
要

が
あ
る
。
ヨ
ウ
素
剤
の
備

蓄
は
検
討
す
る
。

米
軍
属
と
の
事
故
の
示
談

は
泣
き
寝
入
り
だ

 

網
野
で
起
き
た
米
軍

業
の
価
値
創
造
を
ど
の
よ

う
に
考
え
る
の
か
。

 

農
地
や
農
業
施
設
の

維
持
管
理
、
有
害
鳥
獣
対

策
な
ど
農
業
者
だ
け
で
対

処
で
き
な
い
課
題
も
あ
る
。

農
業
者
以
外
の
方
も
含
め
、

集
落
で
取
り
組
む
共
同
活

動
が
非
常
に
重
要
で
あ
り
、

そ
の
こ
と
が
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
。
農
家
の

皆
さ
ん
が
取
り
組
め
る
環

境
を
つ
く
り
支
援
し
て
い

き
た
い
。

属
と
市
民
の
交
通
事
故
は
、

目
撃
証
言
で
米
軍
属
に
非

が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
結
果
的
に
市
民

が
被
害
を
受
け
な
が
ら
五

分
五
分
の
示
談
と
な
り
泣

き
寝
入
り
だ
。
こ
れ
で
い

い
の
か
。

 

示
談
は
確
認
が
で
き

て
い
な
い
。
警
察
か
ら
目

撃
者
の
情
報
も
な
い
中
で

こ
の
場
で
答
え
ら
れ
な
い
。

７
回
目
の
交
通
安
全
講
習

会
を
行
う
。

一元的な就学前教育と保育の実現を

循環型の地域経済を戦略に

谷 津 伸 幸

田 中 邦 生

丹 政 会

日本共産党

幼
保
一
元
化
で
、
質
の
高
い
教
育
・

保
育
の
実
現
を

市
民
や
市
内
業
者
に
重
点
を
置
い

た
経
済
戦
略
を

認
定
こ
ど
も
園
の
具
体
的
な
検

討
に
入
っ
て
い
く

域
外
の
需
要
を
呼
び
込
む
こ
と

で
雇
用
が
生
ま
れ
る

市
長

市
長
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◆一般質問

 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

猛
威
を
ふ
る
い
、
学
級
閉

鎖
な
ど
が
広
が
っ
て
い

る
。
子
ど
も
の
予
防
接
種

へ
の
負
担
は
、
６
５
０
０

円
に
も
な
り
、「
助
成
し
て

ほ
し
い
」
と
の
声
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。
あ
る
お
母

さ
ん
か
ら
、「
感
染
し
て
も

２
０
０
円
の
窓
口
負
担
で

す
む
の
で
、
子
ど
も
に
は

悪
い
が
、
予
防
接
種
は
し

て
い
な
い
」
と
悲
痛
な
訴

え
が
あ
り
ま
し
た
。
予
防

接
種
は
重
症
化
を
防
ぎ
、

感
染
を
広
げ
な
い
た
め
に

も
必
要
で
あ
る
が
。

 

国
は
、
集
団
接
種
を

行
っ
て
き
た
が
、
予
防
効

果
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と

か
ら
、
平
成
６
年
か
ら
任

意
接
種
と
な
っ
た
。
問
題

意
識
は
持
っ
て
い
る
が
課

題
が
あ
る
。
手
洗
い
、
マ

ス
ク
の
使
用
な
ど
普
及
啓

発
に
努
め
る
。
　

 

久
美
浜
の
放
置
ビ
ル

付
近
は
通
学
路
で
も
あ
り
、

安
全
対
策
を
強
化
す
べ
き

と
考
え
る
が
。

 

警
察
や
、
地
元
と
と

も
に
連
携
し
で
き
る
限
り

の
こ
と
を
す
る
。
防
犯
灯

は
27
年
度
予
算
で
設
置
完

了
し
た
い
。

 

久
美
浜
高
校
生
徒
会
か

ら
提
案
さ
れ
た
安
全
マ
ッ

プ
の
重
み
を
し
っ
か
り
受

け
止
め
、
具
体
策
で
返
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

 

５
カ
所
の
う
ち
４
カ

所
の
改
善
を
具
体
化
。
車

を
運
転
し
な
い
者
の
目
線

を
重
視
し
、
マ
ッ
プ
を
有

効
活
用
し
て
い
く
。

 

通
学
路
や
生
活
道
路
の

安
全
対
策
は
、
市
民
に
と
っ

て
身
近
で
命
や
安
心
に
つ

な
が
る
重
要
な
も
の
。
予

算
を
拡
充
し
、
市
民
に
い

つ
ま
で
に
完
了
と
い
う
よ

う
な
見
通
し
を
示
し
な
が

学
校
入
学
時
の
支
援
金
を

 

新
中
学
生
の
入
学
準
備

に
、
制
服
・
体
操
服
・
自

転
車
な
ど
で
約
21
万
円
に

も
な
り
１
カ
月
分
の
給
料

が
飛
ん
で
い
く
。
低
所
得

者
へ
の
制
度
と
し
て
就
学

援
助
が
あ
る
が
、
１
学
期

末
に
し
か
支
給
さ
れ
な
い
。

前
倒
し
で
支
給
す
べ
き
で

あ
る
。

ま
た
、
制
度
が
利
用
で

き
な
い
世
帯
に
も
支
給
が

考
え
ら
れ
な
い
か
。

 

就
学
援
助
金

と
し
て
、
規
則
に
基
づ
い

て
支
給
し
て
い
る
。
そ
の

他
低
所
得
者
へ
の
支
給
は

考
え
て
い
な
い
。
支
給
時

期
に
つ
い
て
は
、
検
討
し

て
い
く
。

米
軍
基
地
の
安
心
安
全
は

 

米
軍
基
地
反
対
丹
後

連
絡
会
が
宇
川
地
域
を
訪

ら
最
優
先
で
行
う
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

 

予
算
規
模
を
拡
大
。

Ｈ
Ｐ
で
も
状
況
を
公
表
し

て
い
る
。
さ
ら
に
見
え
る

化
も
図
り
進
め
て
い
く
。

医
療
介
護
の
充
実
を

 

久
美
浜
病
院
で
の
人
工

透
析
や
、
病
院
改
築
の
見

通
し
は
ど
う
か
。

 

か
ね
て
か
ら
の
要
望

も
あ
り
、
集
中
治
療
室
に

１
基
設
置
し
た
。
医
師
や

設
備
面
で
実
現
に
至
っ
て

い
な
い
が
透
析
実
施
の
方

向
性
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

病
院
の
改
築
に
関
し
て
は

お
お
む
ね
10
年
後
を
見
通

し
て
い
る
。

 

介
護
職
の
人
員
確
保
や

待
遇
改
善
は
。

 

施
設
建
設
に
係
る
補

助
、
国
府
へ
の
要
望
な
ど

取
り
組
ん
で
い
る
。
市
内

で
介
護
職
に
就
く
場
合
の

問
し
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
っ
た
。
多
く
の
皆
さ
ん

か
ら
、
い
ま
だ
に
騒
音
に

悩
ま
さ
れ
、
交
通
事
故
へ

の
不
安
の
声
が
寄
せ
ら
れ

た
。
安
心
安
全
の
確
保
で

き
な
い
米
軍
基
地
は
撤
退

す
べ
き
で
あ
る
。

 

関
係
機
関
を
あ
げ
て

対
策
を
取
っ
て
い
く
。
時

間
が
か
か
る
。
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
内
容
も
伝
え
る
。

運
転
の
講
習
は
す
で
に
６

回
も
行
わ
れ
た
。

就
職
支
度
金
の
よ
う
な
制

度
を
検
討
し
た
い
。

丹
後
通
学
圏
の
高
校
改
編

 

府
の
具
体
的
案
が
示
さ

れ
る
前
に
市
民
的
な
議
論

が
必
要
で
は
な
い
か
。

 

８
月
結
論
と
い
う
の

は
無
理
。
市
民
の
意
見
を

丁
寧
に
聞
き
、
積
み
上
げ

て
い
く
こ
と
が
大
事
。

 

話
し
合
い
は

最
低
で
も
旧
通
学
区
単
位

の
設
定
が
必
要
と
考
え
る
。

子どもは宝

ビル付近は通学路でもあり安全対策の強化を

平林智江美

橋本まり子

日本共産党

日本共産党

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
へ
の

助
成
を

道
路
等
の
安
全
対
策
予
算
の
拡
充

と
見
え
る
化
を

問
題
意
識
は
持
っ
て
い
る
が
課

題
が
あ
る

最
優
先
で
予
算
化
し
、
見
え
る

化
も
図
っ
て
い
く

市
長

市
長
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◆一般質問

 

全
国
の
自
治
体
が
出
し

て
い
る
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と

比
べ
る
と
、
本
市
の
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
は
調
査
な
ど
ほ

と
ん
ど
な
く
分
析
も
雑
で

あ
る
。
人
口
増
加
の
考
え

の
根
本
に
あ
る
の
は
、
45

年
前
に
７
万
５
千
人
い
た

か
ら
「
地
域
の
矜

 き
ょ
う

持じ

と
展

望
と
覚
悟
」
を
も
っ
て
施

策
に
あ
た
れ
ば
、
再
び
45

年
前
の
人
口
に
増
加
で
き

る
と
い
う
思
い
で
、
そ
れ

に
合
う
よ
う
に
数
字
を
列

挙
し
た
だ
け
の
具
体
的
根

拠
の
な
い
「
机
上
の
空
論
」

に
す
ぎ
な
い
と
思
う
が
。

 

他
の
自
治
体
が
現
に

達
成
し
て
い
る
５
％
の
人

口
移
動
率
を
本
市
に
あ
て

は
め
て
、
40
年
か
け
て
人

口
増
加
し
て
い
る
自
治
体

の
仲
間
入
り
を
し
て
い
こ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

 

本
市
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

の
評
価
は
、「
き
ち
ん
と
し

た
根
拠
が
示
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
」「
ビ
ッ
ク

デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
議
論

す
べ
き
だ
」「
従
来
の
人
口

予
測
を
無
理
や
り
ね
じ
曲

げ
仮
説
の
人
口
増
加
の
考

え
方
」
な
ど
酷
評
さ
れ
て

い
る
が
。

 

長
期
展
望
で
あ
る
の

で
現
実
感
の
あ
る
夢
や
希

望
を
世
代
を
通
し
て
、
次

の
世
代
に
語
り
継
い
で
い

け
る
ギ
リ
ギ
リ
現
実
感
の

持
て
る
人
口
増
加
の
数
字

を
出
し
て
い
る
。

 

近
隣
自
治
体
の
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
は
、
２
０
１
５

年
の
人
口
か
ら
宮
津
市
で

約
６
％
増
、
豊
岡
市
で
約

42
％
減
、
福
知
山
市
で
ほ

ぼ
横
ば
い
、
日
本
一
の
合

計
特
殊
出
生
率
２
・
81

（
速
報
値
）
を
達
成
し
て

い
る
岡
山
県
奈
義
町
で
も

６
０
０
０
人
程
度
の
人
口

維
持
を
目
標
と
し
て
い
る
。

人
口
を
増
や
す
厳
し
さ
は

市
民
も
分
か
っ
て
い
る
の

で
、
将
来
約
30
％
も
人
口

増
加
す
る
こ
と
は
、
市
民

の
共
感
が
得
ら
れ
て
い
な

い
の
で
は
な
い
か
。

 

人
口
目
標
は
、
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
の
会
議
の

協
議
を
経
て
決
定
し
た
。

地
域
の
民
間
活
力
を
活
性

化
す
る
施
策
を
考
え
て
頑

張
る
。

市内の卒業人数は小学 526 人中学 628 人
吉 岡 豊 和
雄 飛 会

７
万
５
千
人
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
は

見
直
す
べ
き

ギ
リ
ギ
リ
人
口
増
加
の
現
実
感

の
持
て
る
数
字

市
長

 ｢

お
た
ふ
く
風
邪｣
が

４
年
半
ぶ
り
に
感
染
が
拡

大
し
た
。
子
ど
も
が
２
人

い
れ
ば
、
予
防
接
種
に

２
万
５
千
円
程
か
か
る
。

少
子
化
対
策
と
し
て
助
成

制
度
を
設
け
た
ら
ど
う
か
。

 

健
康
被
害
の
賠
償
を

勘
案
し
て
、
現
在
の
と
こ

ろ
考
え
て
い
な
い
。

 

薬
の
副
作
用
の
こ
と
を

言
わ
れ
た
が
、
薬
の
副
作

用
補
償
救
済
制
度
が
あ
る

の
で
心
配
な
い
。
他
市
の

助
成
例
も
あ
り
、
も
っ
と

踏
み
込
ん
だ
答
弁
が
で
き

な
い
の
か
。

 

様
々
な
経
過
や
事
情

も
あ
り
、
専
門
的
な
判
断

も
必
要
だ
。

 

子
ど
も
の
予
防
接
種
が

高
す
ぎ
る
の
で
何
と
か
し

て
欲
し
い
、
と
い
う
声
を

聞
い
て
取
り
上
げ
た
。
市

道
か
ら
海
岸
へ
の
転
落
事

故
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
も
っ

と
生
活
に
密
着
し
た
と
こ

ろ
に
予
算
を
投
入
す
べ
き

だ
。 

市
民
の
声
を
し
っ
か

り
受
け
止
め
る
事
は
大
事

だ
。
指
摘
を
し
っ
か
り
受

け
止
め
て
対
応
す
る
。

糖
尿
病
予
防
対
策
の
提
言

 

市
内
の
糖
尿
病
患
者

は
、
推
計
で
７
４
０
０
人

も
い
る
。
そ
の
う
ち
透
析

が
必
要
な
患
者
は
ど
れ
く

ら
い
い
る
の
か
。

 

社
会
保
険
加
入
者
を

除
い
て
、
糖
尿
病
に
起
因

す
る
透
析
患
者
は
52
人
い

る
。

 

調
剤
薬
局
に
糖
尿
病
の

簡
易
検
査
器
を
設
置
す
る

こ
と
で
、
早
期
発
見
、
早

期
治
療
へ
と
つ
な
が
る
シ

ス
テ
ム
の
構
築
を
過
去
に

提
言
し
た
と
こ
ろ
、
薬
剤

師
会
の
意
向
を
伺
い
な
が

ら
検
討
す
る
、
と
い
う
答

弁
の
進
捗
状
況
は
。

 

医
師
か
ら
糖
尿
病
の

早
期
発
見
の
有
効
性
が
期

待
で
き
る
反
面
、
安
全
面

の
確
保
や
実
施
後
の
追
跡

の
仕
組
み
に
課
題
が
あ
る

と
聞
く
。
調
剤
薬
局
の
役

割
も
大
事
だ
が
、
総
合
検

診
の
周
知
に
努
め
る
。

 

透
析
患
者
の
受
け
入
れ

状
況
は
ど
う
な
の
か
。

 

弥
栄
病
院
で
は
時
間

の
調
整
は
必
要
だ
が
、
あ

と
15
人
は
可
能
。

早く治してみんなと遊びたいな
川 村 博 茂
雄 飛 会

お
た
ふ
く
風
邪
の
予
防
接
種
に
公

費
助
成
を

健
康
被
害
の
賠
償
を
勘
案
し
て

考
え
て
い
な
い

市
長
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◆一般質問

 

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

の
施
行
か
ら
８
年
が
過
ぎ

る
。
本
市
の
最
高
規
範
と

の
位
置
づ
け
で
４
年
ご
と

の
見
直
し
を
義
務
づ
け
て

お
り
、
４
年
前
は
平
成
23

年
12
月
議
会
で
の
提
案
が

あ
っ
た
。
昨
年
11
月
に
ま

ち
づ
く
り
委
員
会
か
ら
答

申
が
あ
っ
た
の
に
、
３
月

に
な
っ
て
も
見
直
し
案
が

出
て
こ
な
い
が
理
解
で
き

な
い
。

 

青
少
年
の
権
利
に
関

し
、
専
門
家
か
ら
は
、
法

的
な
整
理
の
上
か
ら
18
歳

選
挙
権
に
対
応
し
た
検
討

が
必
要
と
の
意
見
を
い
た

だ
き
、
３
月
提
案
に
至
ら

な
か
っ
た
。

 

市
民
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ

に
よ
る
条
例
見
直
し
こ
そ

が
、
最
高
規
範
と
し
て
の

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の

位
置
づ
け
を
担
保
す
る
も

の
で
あ
る
。

 

京
丹
後
大
宮
Ｉ
Ｃ
か
ら

の
ア
ク
セ
ス
道
路
は
開
通

に
間
に
合
う
よ
う
に
整
備

さ
れ
る
の
か
。

 

ウ
ェ
ル
カ
ム
ロ
ー
ド

事
業
と
し
て
現
在
道
路
脇

の
雑
木
の
伐
採
な
ど
を
進

め
て
い
る
。
ま
た
府
道
と

な
る
の
で
京
都
府
の
事
業

と
し
て
、
一
部
で
は
あ
る

が
道
路
の
拡
幅
工
事
も
開

通
ま
で
に
施
工
す
る
。

専
門
員
の
成
果
に
つ
い
て

 

行
政
対
応
対
策
専
門
員

が
設
置
さ
れ
二
年
が
経
過

し
た
。
行
政
に
対
す
る
不

当
な
要
求
や
言
動
等
に
対

応
す
る
た
め
の
専
門
員
だ

が
、
現
状
と
そ
の
成
果
は

ど
う
か
。

 
職
員
に
対
す
る
暴

力
、
不
当
な
要
求
や
言
動

の
防
止
、
行
政
へ
の
過
剰

な
ク
レ
ー
ム
へ
の
対
応
、

面
談
時
の
同
行
訪
問
、
庁

 

ま
さ
に
根
幹
に
あ

る
か
ら
こ
そ
し
っ
か
り
と

受
け
止
め
る
必
要
が
あ
る
。

認
知
度
が
低
い
と
の
答
申

も
受
け
た
の
で
、
周
知
の

取
り
組
み
も
し
た
う
え
で

提
案
し
た
い
。

都
市
計
画
の
政
策
決
定
が

明
瞭
で
な
い

 

都
市
計
画
の
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
が
審
議
会
で
議
論

さ
れ
て
い
る
最
中
で
あ
る
。

議
会
の
一
般
質
問
等
で
、

網
野
峰
山
線
の
交
差
点
問

題
、
新
駅
構
想
、
中
央
図

書
館
等
の
提
案
も
し
て
き

た
が
前
向
き
な
答
弁
で
は

な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
プ
ラ
ン
の
中
に
は
案

と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
が
、

政
策
転
換
の
決
定
過
程
が

明
瞭
で
な
い
。

 

慎
重
な
姿
勢
に
変
化

は
な
い
が
、
議
会
の
指
摘

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
も

舎
の
見
回
り
な
ど
、
公
正
、

公
平
な
市
政
の
運
営
に
寄

与
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

 

２
３
６
台
も
の
ス
ク
ー

ル
バ
ス
と
公
用
車
。
車
両

の
性
格
上
、
安
全
な
運
行

の
た
め
に
厳
格
な
車
両
管

理
が
求
め
ら
れ
る
。
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
や
整
備
を
確
認

す
る
た
め
の
専
門
員
と
し

て
公
用
車
管
理
員
が
設
置

さ
れ
た
が
、
そ
の
成
果
は

ど
う
か
。

 

バ
ス
を
中
心
と
し
た

車
両
の
チ
ェ
ッ
ク
や
書
類

の
確
認
な
ど
の
業
務
に
お

い
て
、
し
っ
か
り
と
管
理

が
で
き
て
い
る
。
ワ
イ
パ
ー

ブ
レ
ー
ド
や
バ
ッ
テ
リ
ー

液
な
ど
、
細
や
か
な
整
備

の
対
応
指
示
も
行
う
な
ど
、

一
定
の
成
果
が
あ
る
。
今

後
は
公
用
車
に
お
い
て
も

管
理
し
て
い
く
。

防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て

同
じ
よ
う
な
意
見
が
あ
り

明
記
し
た
。

 

災
害
時
に
お
け
る
指
定

避
難
所
及
び
地
区
避
難
所

に
お
け
る
洋
式
ト
イ
レ
の

普
及
が
遅
れ
て
お
り
、
自

治
区
も
含
め
て
行
政
が
積

極
的
に
関
与
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
。

 

市
の
施
設
に
つ
い
て

は
順
次
整
備
す
る
。
地
区

か
ら
の
要
望
に
つ
い
て
も
、

し
っ
か
り
と
支
援
を
し
て

い
き
た
い
。

 

防
犯
、
治
安
の
有
効
な

対
策
と
し
て
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
を
進
め
て
い
る
が
、

今
後
の
全
体
計
画
は
。

 

自
転
車
盗
難
対
策

と
し
て
丹
鉄
の
駅
、
市
内

の
幹
線
道
路
や
国
・
府
道
、

交
差
点
な
ど
に
39
台
整
備

し
た
。
今
後
は
さ
ら
に
子

ど
も
や
高
齢
者
の
見
守
り

カ
メ
ラ
の
設
置
検
討
を
進

め
、
抑
止
力
を
高
め
犯
罪

の
少
な
い
ま
ち
づ
く
り
に

貢
献
し
て
い
き
た
い
。

まちづくり基本条例は本市の最高規範

右、施工後。随分すっきりしました

松 本 聖 司

金 田 琮 仁

無 会 派

無 会 派

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の
見
直
し

を
な
ぜ
し
な
い

大
宮
Ｉ
Ｃ
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
道
路

の
整
備
状
況
は

重
要
な
条
例
だ
か
ら
よ
り
丁
寧

に
提
案
し
た
い

開
通
ま
で
に
は
雑
木
の
伐
採
や

拡
幅
工
事
を
進
め
る

市
長

市
長
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◆一般質問

議案に対する各議員の賛否一覧表
賛否の分かれた案件を記載しています。
そのほかについては全員賛成で可決され
ました。

会派名 議
案
の
可
否

清風クラブ 丹政会 日本共産党 雄飛会 無会派

　　　　　　　　　      議員名

　　 案 件

谷
口
　
雅
昭

中
村
　
　
雅

芳
賀
　
裕
治

堀
　
　
一
郎

松
本
　
経
一

由
利
　
敏
雄

吉
岡
　
和
信

岡
田
　
　
修

谷
津
　
伸
幸

藤
田
　
　
太

和
田
　
正
幸

田
中
　
邦
生

橋
本
ま
り
子

平
林
智
江
美

森
　
　
　
勝

川
村
　
博
茂

吉
岡
　
豊
和

足
達
　
昌
久

金
田
　
琮
仁

松
本
　
聖
司

京丹後市指定地域密着型サービスの事業の
人員、設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部改正について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

平成27年度京丹後市一般会計補正予算（第
７号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○
京丹後市農業委員会の委員及び農地利用最
適化推進委員の定数を定める条例の制定に
ついて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○

京丹後市行政不服審査会条例の制定につい
て 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○
京丹後市行政不服審査調査員の任用等に関
する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○
京丹後市行政不服審査法の施行に伴う関係
条例の整備に関する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○
平成27年度京丹後市一般会計補正予算（第
８号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○
平成28年度京丹後市一般会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○
平成28年度京丹後市後期高齢者医療事業
特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○
平成28年度京丹後市工業用地造成事業特
別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○
ＴＰＰ協定を国会で批准しないことを求め
る陳情 不採択 × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × ×
議案第25号　平成27年度京丹後市一般会
計補正予算（第８号）に関する附帯決議の提
出について

可決 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

※○：賛成　×：反対　欠：欠席　退：退席　池田惠一議員は議長職のため表決権はありません。

 

地
方
創
生
は
、
人
口
減

少
に
伴
い
地
域
が
抱
え
る

課
題
を
、
地
域
自
ら
が
考

え
解
決
に
向
か
っ
て
取
り

組
む
事
業
で
あ
る
。
国
も

や
る
気
の
あ
る
地
域
に
は
、

本
気
で
支
援
を
惜
し
ま
な

い
と
い
う
。
本
市
は
、
他

自
治
体
よ
り
も
早
く
、
地

方
創
生
総
合
戦
略
を
つ
く

り
推
進
し
て
い
る
が
、
そ

の
内
容
は
。

 

創
生
は
、
地
域
を
牽

引
し
て
い
く
事
業
で
あ
る
。

３
つ
の
金
融
機
関
・
京
都

府
警
本
部
・
吉
本
興
業
と

の
連
携
協
定
。
名
古
屋
事

務
所
開
設
。
テ
レ
ワ
ー
ク

実
証
事
業
や
タ
ク
シ
ー
空

白
地
域
へ
Ｅ
Ｖ
タ
ク
シ
ー

運
行
。
産
業
振
興
に
新
シ

ル
ク
産
業
創
造
事
業
の
取

り
組
み
や
大
学
生
が
地
域

を
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と

し
て
学
ぶ
た
め
の
夢
ま
ち

創
り
大
学
開
講
。
若
者
や

女
性
が
暮
ら
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
政
策
を
考

え
て
い
る
。

未
来
が
か
か
っ
て
い
る

 

本
市
の
経
済
や
暮
ら

し
、
厳
し
い
ま
ま
光
明
が

見
え
な
い
の
は
、
産
業
基

盤
（
織
物
業
・
機
械
金
属
業
・

観
光
業
な
ど
）
が
盤
石
で

な
い
こ
と
。
特
に
織
物
業

は
、
低
迷
か
ら
抜
け
出
せ

る
め
ど
が
立
た
な
い
。
そ

れ
は
構
造
的
要
因
（
和
装

産
業
の
衰
退
。
輸
入
生
糸

で
生
産
さ
れ
、
常
に
市
況

の
影
響
を
受
け
る
付
加
価

値
の
低
い
半
製
品
。
技
能

者
な
ど
人
材
確
保
が
困
難

で
事
業
継
承
が
難
し
い
状

態
）
が
あ
る
。
そ
の
構
造

に
メ
ス
を
入
れ
る
。
そ
れ

が
、「
新
シ
ル
ク
産
業
創
造

事
業
」
で
あ
る
。
本
市
で

養
蚕
（
高
機
能
・
高
品
質

シ
ル
ク
）、
製
糸
、
付
加
価

値
の
高
い
物
づ
く
り
で
用

途
、
市
場
開
拓
。
ま
さ
に

産
業
革
命
の
要
素
を
含
ん

で
い
る
と
思
う
が
。

 

そ
の
様
な
展
望
の
中

で
、
公
・
学
・
業
・
民
が

一
緒
に
な
っ
て
そ
の
方
向

を
目
指
し
、
挑
戦
し
、
本

市
の
子
々
孫
々
に
つ
な
ぐ

た
め
に
も
汗
を
か
い
て
の

姿
勢
を
見
せ
な
が
ら
、
行

動
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。

産業革命が起こせるか新シルク産業創造事業
足 達 昌 久
無 会 派

地
方
創
生
は
市
に
活
力
を
呼
び
込

む
チ
ャ
ン
ス

市
を
牽
引
し
て
い
く
事
業
と
認

識
し
て
い
る

市
長
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◆市民と議会の懇談会

 市民と議会の懇談会
 市民と議会の懇談会
 市民と議会の懇談会
 市民と議会の懇談会

 まとめとご意見 まとめとご意見

主な内容

懇談テーマ
　峰山会場：若者が住み続けられる地域づくりについて/大宮会場：森本IC開通後の地域づくりについて
　網野会場：少子化対策と地域の活性化について/丹後会場：米軍基地建設後の地域課題について
　弥栄会場：地域活性化について/久美浜会場：地域振興について

・12 月定例会の概要報告
・市政に対する提言、議会活動などについて意見交換

（平成28年2月1日・2日開催分）

懇
談
会
に
お
け
る
参
加
者
の

意
見
な
ど
を
こ
こ
に
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

所
得
水
準
が
低
い
丹
後

地
域
で
非
正
規
雇
用
が
増
加

し
て
い
る
。
正
規
雇
用
の
促

進
に
取
り
組
む
よ
う
に
強
く

言
っ
て
ほ
し
い
。
財
政
の
問

題
も
あ
る
が
、
若
者
の
働
く

場
所
を
公
的
機
関
が
創
る
べ

き
だ
。
循
環
型
経
済
が
大
切

で
あ
り
、
地
元
で
経
済
が
回

る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
子
育
て
に
安
心
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
ほ
し

い
。

 
子
育
て
や
福
祉
施
策
は

近
隣
市
と
比
較
し
て
も
充
実

し
て
い
る
。
市
民
の
方
が
懇

談
会
に
出
席
し
て
、
も
っ
と

意
見
を
述
べ
て
ほ
し
い
。

 

議
員
報
酬
、
政
務
活
動

費
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

 

報
酬
は
昨
年
度
と
変

わ
っ
て
い
な
い
。
政
務
活
動

費
は
27
年
４
月
か
ら
議
員
一

人
当
た
り
年
額
18
万
円
。
上

半
期
と
下
半
期
に
申
請
し
、

使
用
し
た
分
が
支
給
さ
れ
る

完
全
後
払
い
方
式
で
あ
る
。

 

網
野
と
宇
川
の
事
故
に

つ
い
て
は
、
泣
き
寝
入
り
に

な
っ
た
か
も
知
れ
な
い
よ
う

な
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
の
理

由
は
、
警
察
も
説
明
し
な
い

な
ど
、
そ
の
ま
ま
流
れ
て
し

ま
う
よ
う
な
状
況
で
あ
っ

た
。
中
浜
の
事
故
も
ひ
と
つ

間
違
え
れ
ば
家
に
突
っ
込
ん

で
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
米

軍
は
特
権
を
持
っ
て
い
る
。

安
心
安
全
を
守
っ
て
も
ら
え

る
か
ど
う
か
心
配
だ
。
事
故

の
危
険
性
を
ど
う
考
え
る
の

か
。

 
日
米
地
位
協
定
は
不
公

平
な
状
況
に
あ
る
と
思
う
。

安
心
安
全
に
つ
い
て
、
連
絡

協
議
会
に
は
、
市
民
の
代
表

が
９
名
、
警
察
も
入
っ
て
い

る
。
我
々
議
員
も
主
張
す
る

が
、
連
絡
協
議
会
の
中
で
ぜ

ひ
そ
の
こ
と
も
言
っ
て
ほ
し

い
。
泣
き
寝
入
り
の
状
況
に

は
絶
対
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

水
道
の
検
針
が
２
カ
月

に
１
回
に
変
更
に
な
る
が
、

人
件
費
の
削
減
が
目
的
か
。

漏
水
の
早
期
発
見
に
課
題
が

な
い
の
か
。
水
道
料
の
請
求

は
ど
う
な
る
の
か
。

 

人
件
費
削
減
効
果
が
目

的
で
あ
り
、
市
民
へ
の
水
道

料
請
求
は
２
カ
月
の
平
均
で

月
ご
と
に
請
求
す
る
こ
と
に

な
る
。
漏
水
の
問
題
が
起
き

な
い
よ
う
市
も
市
民
も
関
心

を
持
つ
こ
と
が
必
要
。
議
会

と
し
て
も
、
料
金
の
値
上
げ

に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
認
め

た
も
の
で
あ
り
、
理
解
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

 

蒲
井
、
旭
の
振
興
計
画

は
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

 

関
西
電
力
の
寄
付
金
を

活
用
し
、
旅
館
の
建
設
、
漁

協
の
遊
覧
船
、
ク
ラ
イ
ン
ガ

ル
デ
ン
（
家
庭
菜
園
付
き
コ

テ
ー
ジ
）
な
ど
に
多
く
の
経

費
が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
、

予
算
投
入
の
効
果
を
検
証
し

議
会
に
示
す
よ
う
に
言
っ
て

い
る
。

 

市
は
１
０
０
歳
以
上
の

方
の
割
合
が
高
い
。
大
変
素

晴
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
。
老

老
介
護
は
大
変
で
あ
る
の

で
、
老
人
介
護
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。
老
人

ホ
ー
ム
に
入
れ
な
い
人
が

１
６
０
名
と
聞
い
て
い
る

が
、
廃
校
に
な
っ
た
学
校
施

設
な
ど
を
活
用
で
き
な
い
の

か
。
都
会
の
業
者
に
参
入
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
雇
用

に
も
つ
な
が
る
重
点
施
策
と

考
え
る
が
。

 

ふ
る
さ
と
病
院
で
４
月

に
オ
ー
プ
ン
し
、
ほ
ぼ
対
応

で
き
る
が
、
要
介
護
１
と
要

介
護
２
の
人
が
入
所
で
き
な

い
の
は
事
実
で
あ
る
。
安
心

で
き
る
よ
う
な
施
設
を
何
と

か
し
て
い
き
た
い
。

網野会場の報告会

丹後会場の報告会
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京
丹
後
市
が
誕
生
し
て
12
年
。
長
年
の
祈
願
で
あ
り

ま
し
た
京
都
縦
貫
自
動
車
道
の
全
線
開
通
に
加
え
て
、

本
年
度
に
は
、
山
陰
近
畿
自
動
車
道
の
京
丹
後
大
宮
IC

の
開
通
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
い
よ
い
よ
、
都
市
圏
の
人
や
経
済
活
力
を
引
き
入

れ
、
新
た
な
京
丹
後
市
の
発
展
に
向
け
た
”北
近
畿
新

時
代
”
を
迎
え
ま
す
。

　
新
た
な
市
長
・
議
員
の
も
と
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

力
を
携
え
、
知
恵
を
出
し
合
い
、
創
意
と
工
夫
の
取
り

組
み
を
重
ね
、
京
丹
後
市
が
ま
す
ま
す
発
展
し
ま
す
よ

う
心
か
ら
お
祈
り
し
ま
す
。

　
私
た
ち
も
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
研
鑽
す
る
こ
と
を
お

誓
い
し
、
今
期
最
後
の
あ
と
が
き
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

◎
広
報
編
集
委
員
会

委
　
　
員  

吉
岡
　
豊
和

　
〃
　
　  

岡
田
　
　
修

　
〃
　
　  

森
　
　
　
勝

副
委
員
長  

谷
口
　
雅
昭

委 

員 

長  

中
村
　
　
雅

委
　
　
員  

足
達
　
昌
久

　
〃
　
　  

吉
岡
　
和
信

　
〃
　
　  

田
中
　
邦
生

丹
後
町山

口
　
洋
子

宇
川
か
ら
の

　
　
　
発
信
力
！

宇
川
加
工
所
は
、
旧

下
宇
川
保
育
所
が
統
合

さ
れ
、
廃
園
と
な
っ
た

厨
房
を
利
用
し
て
加
工

所
が
始
ま
り
ま
し
た
。
現

在
、
会
員
は
12
名
、
年

齢
も
様
々
で
す
。

　
で
も
、
思
い
は
ひ
と

つ
。
宇
川
の
海
、
山
、
川
の

食
材
を
使
っ
て
お
い
し

い
加
工
品
を
作
ろ
う
！

　
現
在
は
、
米
糠ぬ
か

ケ
ー

キ
、
エ
ゴ
マ
キ
ム
チ
、
フ

ル
ー
ツ
大
福
、
ヨ
モ
ギ

餅
、
は
っ
た
い
粉
ク
ッ

キ
ー
、
エ
ゴ
マ
シ
フ
ォ
ン

ケ
ー
キ
、
磯
ク
ッ
キ
ー
、

米
糠ぬ
か

ボ
ー
ル
ク
ッ
キ
ー

と
、
全
員
自
ら
海
で
と
っ

て
き
た
地
海
苔
、
わ
か
め

の
パ
ー
、
青
さ
、
サ
ザ
エ
、

天て
ん
ぐ
さ草
、
は
ば
、
食
品
数
を

あ
げ
た
ら
き
り
が
あ
り

ま
せ
ん
。

ど
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に

行
っ
て
も
品
数
は
多
く
、

皆
さ
ん
ビ
ッ
ク
リ
さ
れ

ま
す
。
そ
れ
だ
け
宇
川

は
自
然
豊
か
で
海
、
山
、

川
の
お
い
し
い
食
材
の

宝
庫
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
。

　
今
、
宇
川
加
工
所
か
ら

始
ま
っ
た
そ
の
施
設
は

「
宇
川
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
イ

フ
ハ
ウ
ス
」
と
し
て
、
連

合
区
の
管
理
の
も
と
、
公

民
館
活
用
、
小
学
生
が
毎

週
集
う
「
わ
く
わ
く
自
習

室
」
、「
囲
碁
教
室
」
、「
ピ

ン
ポ
ン
同
好
会
」、「
大
正

琴
」と
様
々
な
グ
ル
ー
プ

団
体
も
活
用
さ
れ
は
じ

め
、
ま
す
ま
す
人
が
集
う

場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
人
が
集
う
と
、
施
設
は

生
き
生
き
と
し
て
き
ま

す
。
28
年
度
は
も
っ
と
若

い
世
代
に
も
活
用
し
て

ほ
し
い
と
思
い
、「
お
花

見
イ
タ
リ
ア
ン
」
を
は
じ

め
、「
コ
ン
サ
ー
ト
」
等
も

企
画
し
て
い
こ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
オ
バ
タ
リ
ア
ン
の
パ

ワ
ー
と
若
い
人
達
の
発

信
力
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

手
を
結
べ
ば
、
も
っ
と
宇

川
の
明
る
い
未
来
が
開

け
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

考
え
る
よ
り
、
ま
ず

行
動
、
足
を
運
び
、
手

を
動
か
し
、
加
工
所
と

し
て
、
大
き
な
飛
躍
が

で
き
る
よ
う
に
夢
一
杯

の
場
所
作
り
を
こ
れ
か

ら
も
進
め
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

い
つ
で
も
加
工
所
に

ピ
ン
ク
の
旗
が
立
っ
て

い
る
時
は
お
茶
を
飲
み

に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
ね
。

地元宇川の豊富な食材

完成間近の商品

ピンクの旗が目印です
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